
2023 年度 関私教協 第 11 回幹事校会議事録 
 

 

１．日時：2024 年 2 月 26 日（月）18:30～20:00 

２．形式：Zoom 会議 

３．出席者： 

【幹事】高瀬 幸恵(桜美林大学・事務局長）、池田 賢市、高木 雅史(中央大学・事務局次長)、 

尾高 進(工学院大学・事務局次長)、小林 大祐(慶應義塾大学)、 

田村 真広(日本社会事業大学)、青木 研作(東京成徳大学)、後藤 正矢(多摩美術大学)、 

伊東 毅、谷川 美の理(武蔵野美術大学)、白石 一徳(文化学園大学)、 

森田 満夫(立教大学)、河村 久、田中 直樹(聖徳大学)、 

北村 篤司、横澤田 朋美(昭和音楽大学)、堀井 英一(東京国際大学)、 

新田 司(千葉敬愛短期大学) 

【事務担当】岩井瑞恵（桜美林大学） 

【オブザーバー】山﨑 順子（青山学院大学）、山本 敏子（駒澤大学）、 

河野 誠哉（東京女子大学）、黒沢 学（東京電機大学）、 

石田 好広、木之下 健一、須藤 和代（目白大学）、 

斎藤 遼太郎（茨城キリスト教大学）、 

岡田 佳子、小澤 真紀、大室 さおり、山口 賢（芝浦工業大学）、 

福山 多江子、古橋 真紀子（東京成徳短期大学）、 

黒岩 友見子（桜美林大学） 

 

４．2023 年度第 10回幹事校会議事録の確認 

 高瀬事務局長より、第 10 回幹事校会議事録（案）が示され、承認した。 

 

５．協議 

【報告事項】 

 

（１）研究部の活動について                     

・第 1部会：部会内でのアンケートの実施が終了し、各校で集計結果を読み解いている。 

・第 2 部会：3 月初旬に対面で部会を実施する予定であったが、日程が合わず実施しないという判

断をした。今年度の活動はこれで終了とした。 

・第 3 部会：2/21 に対面で第 4 回目の部会を実施した。参加者は 10 名であった。教職実践演習の

実施時期や学校体験活動の導入による実習期間の短縮などについて意見交換を行った。 

これで今年度の活動を終了する。 

・第 4 部会：3/9 に部会を実施することとした。各校の実習の状況や実習日誌の検討を行う。この

部会で今年度の活動を終了とする。 

・第 5 部会：教員採用選考の前倒しへの対応に関するアンケートを実施した。104 校（うち短大が

4 校）の回答を得た。分担して分析を開始している。年度内には分析結果を報告書の

形でまとめる予定。合同研究大会では複数名が報告者となる予定である。 

・第6部会：3/28に第 6回の部会を開く。講師を招いてテキストマイニングの手法について学ぶ予

定。報告書の作成と講師への謝礼の支払いで部会の活動費の予算を超える可能性があ

る。 

・第 7部会：3/22 に部会を開催する予定である。 

・第8部会：2/10に 2名の講師を招いてオンラインで研究会を実施した。テーマは、二種免許状を

取得できる課程設置について、ICT 関連科目の扱いについてであった。今年度の活動

はこれで終了となる。 

・千葉・茨城地域：2/8 に文科省の教員養成企画室長を招いての講演と情報交換を行った。千葉・

茨城地域からの参加者は対面とオンラインで 36 名であった。北部地域と合同開催で

あった。 

・神奈川・山梨地域：2/24 に研究連絡協議会を対面にて開催した。「コロナ禍以後の学校教育の

現状と大学における教員養成への期待－教職課程の自己点検の充実にむけて」をタイ



トルとして、事例報告、全体討議、情報交換会を行った。今年度の活動は以上で終了

となる。 

・北部地域：2/8 の講演と情報交換を千葉・茨城地域と合同で開催した。 

 

（２）『会報』第 95 号の編集について                     

・北村広報副部長より、先月の幹事校会で示したスケジュールに基づき、編集作業を進めている旨

の報告があった。 

              

【審議事項】 

（１）2024 年度 幹事校・世話人の体制について 

・高瀬事務局長より、資料に基づき 2024 年度の幹事校の担当について説明があった。副部長と世

話人について決定した。事務局次長校については未決のため、決まらない場合はくじ引きで決定

することで承認した。 

 

（２）2024 年度 定期総会・合同研究大会への準備について 

 ・高瀬事務局長より、資料に基づき定期総会の役割と議案書担当について提案があり、承認した。

７月の臨時総会については、第 7号議案 2024 年度活動方針（案）ウのなかで提案し承認を得る

予定である。ただし、行事日程については早めに周知する必要があるため、臨時総会の日程は

HP にあげることとする。 

・高瀬事務局長と青木研究副部長より、資料に基づき合同研究大会の準備状況について報告があ

り、承認をした。 

 

（３）全私教協 2024 年 5月開催 令和 6年度定時社員総会・第 43回研究大会への準備について 

・高瀬事務局長より、資料に基づき全私教協研究大会分科会の準備状況について報告があり、テー

マや報告者について審議を行った。これを承認した。 

       

（４）未加入校への呼びかけについて 

高瀬事務局長より、資料に基づき説明があった。今年は音楽・美術系の大学に呼びかけを行うと

いう提案があった。教職課程設置の有無について確認をして案内を送付する。これを承認した。 

 

【その他】 

 ・3 月の幹事校会終了後は第二部として懇親会を実施する予定である。参加の方は 3/3 までに回答

すること。  

・定例の幹事校会は月曜日 18：30～の予定である。 

 ・2024 年度第 1 回の幹事校会は、5 月 12 日（日）13：10～13：40 に実施する予定である。新幹事

の方には委嘱状の送付がある。2023年度で任期が終わる方は5月の幹事校会まで出席する必要が

ある。 

 

【配付資料】 

 資料１：2024 年度 関私教協役員大学担当表 

 資料２－１：2024 年度定期総会へ向けて 

 資料２－２：合同研究大会準備状況 

資料３：全私教協研究大会分科会について 

資料４：未加入校一覧 

以上 

 


